
『かがやく子』を目指して、土台作りができました。

平成２７年度のスタートから１ヶ月あまりが過ぎました。四つの期のスタートとなる『芽生える
期』も、終盤に差しかかっています。
この『芽生える期』は、一年間の学びと学校生活の土台を造る時です。１年生は、小学校生活の

一日の流れを知り、学校生活の約束や授業で学ぶ時の約束を覚えてきました。その他の学年も、新
しい先生と学級の目指す姿や目指す授業像を共有し、いろいろな約束を再確認しました。そして、
この期で何より大切なのは、学校は、「友達がいて、先生がいて、楽しい。」ということを、肌で感
じることです。それが、一年間の子どもたちの成長の土台となります。
４月１４日（火）に行われた『一年生を迎える会』で

は、６年生の子どもたちが、倉真小学校の学校紹介や自
慢を、テレビのレポート番組風に紹介してくれました。
担任の話では、ほとんど子どもたちが企画や準備を自主
的に進めてくれたとのこと。その完成度の高さに驚くと
ともに、子どもたちが協力して一つのことを成し遂げる
ことに楽しさを感じていることが伝わってきました。
４月２８日（火）に実施した『チャレンジ遠足』は、

１年生だけでなく上級生にとっても、他校では考えられ
ないくらい長い距離を歩く遠足です。しかし、ここでも、
子どもたちの「友達を思いやり、協力して楽しむ。」とい
う姿がたくさん見られました。低学年の子の背中を押し
ながら歩く子、疲れている子の荷物を持ってあげる子、
場所を決めてではなく、グループの子の様子を見ながら
休憩をとってあげるリーダー、優しく水を飲むことや帽
子をかぶることを指示する上級生…。数え上げれば切り
がないくらい、キラキラかがやく子どもの姿をいっぱい
見ることができました。そして、頂上でみんなでお弁当
を食べているときの、子どもたちの満足げで楽しそうな
笑顔を見たとき、子どもたちが、学校のみんなで来た遠
足を心から楽しんでいると感じました。
学校は、一人で勉強する所ではありません。たくさん

の友達がいて、先生がいて、いろんな意見や考え方に触
れ、共感したり疑問に思ったり、自分の思いや考えを主
張したり譲ったり…。そして、それを認められたり誉め
られたりしながら、子どもたちが自分の存在感や有用感
を高めていく所が学校です。
『芽生える期』に目指してきた土台作りが着実に進ん

できました。この集大成となるのが５月３１日（日）に
行われる『ふれあい体育祭』です。この日に向けて、子
どもたちから、友達と協力して共に高め合おうとしている姿が、たくさん見られることを、今から
楽しみにしています。

e-じゃん掛川倉真小ページ ご愛読ありがとうございます。
PTA 総会の時に紹介させていただいた『e-じゃん掛川倉真小ページ』が、たくさんの皆様にご覧

いただいて、４月のアクセスランキングで１９位にランクインしました。一ヶ月で１１００件を超
えるアクセスをいただきました。
今後も、学校での子どもたちのがんばり・活躍・笑顔をいっぱいお届けしたいと思います。ご期

待ください。 http://e-jan.kakegawa-net.jp/c.phtml?g=171421 （校長 榛葉 武史）

６年生による学校紹介

「１年生の荷物も持ってあげたんだよ。」

【教育目標】 かがやく子

【重点目標】 ともに築いてきた力！ ともに広げよう！

発行 掛川市立倉真小学校
〒 436-0341掛川市倉真３７７４番地 TEL28-0921 FAX 28-0070
Ｅ-mail office@kurami.ed.kakegawa-net.jp
URL http://www.kakegawa-net.jp./ed/kurami/

第 ２ 号

平成２７年５月１５日




